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splendens STICHEL, 1909 と 同一 つの も ゃ の で ある と 発表 され た . 

今回 私 は , この 白色 型 ( ス ギタ = ニ 型 ) に つい て , 1985 年 か ら 足 掛け 6 年 間 に わ た り 交 本 実験 を 繰り 返し た 
結果 , これ が 遺伝 型 で ある こと を つき と め た の で 報告 する . 

た だ し 私 は , 松村 氏 の 言わ れる 紅色 紋 消失 型 を 白色 型 (スギ タニ = 型 ) と は 考え ず , 『 次 裏面 の 色 及 び 紅 色 
紋 を 含む 次 表 面 の 全て の 斑紋 が 白色 化し た も の 」 を 白色 型 (スギ タニ 型 ) と 定義 し た . な ぜ な ら , 紅色 紋 の 
大 小 は 他 の 斑紋 の 白色 化 と は まっ た く 関 係 な く , これ を 白色 型 の 1 ファ クタ ー と 考え る の は 不 自然 と 考え 
た か ら で あ る . また 松村 氏 の 言う 『 前 後 環 と も 黒色 』 と いう 部 分 も 同様 の 理由 か ら 削 除 し た . 

交配 実験 の 結果 は 次 の 通り で ある . 
① 次 裏面 の 色 及び 区 表 面 の 全て の 斑紋 が 白色 化し た 白色 型 ( ス ギタ = 型 ) は 遺伝 する . その 遺伝 は トー タ 

ル と し て 考え れ ば 劣性 遺伝 と いえ る . 
② 白色 型 の 3 要素 で ある 期 裏 面 の 白色 化 , 次 表面 の 斑紋 の 白色 化 , 紅色 紋 の 白色 化 は それ ぞ れ 別個 の 遺伝 

子 に よっ て 決定 され る . 
③ 区 裏 面 の 白色 型 は 一 般 的 に は 優性 遺伝 し (地域 に よっ て 優劣 逆転 現象 も ある ), 甚 表 面 の 斑紋 (真っ 黄 

色 一 真っ 白 ) は 中 間 遺 伝 . 肛 角 の 白色 紋 は 劣性 遺伝 で ある . 
④ これ ら の 3 要素 は , それ ぞ れ 独立 し て 遺伝 する が , 互い に か な り 関 わっ て 遺伝 し て いる 様 に も 見 られ 

る . 
⑤ 野外 で この 白色 型 オ オム ラサ キ を 採集 する こと は 稀 だ が , 中 部 以西 , こと に 中 国 地方 に は 比較 的 多く 産 

する よう で ある 。. 

(1923 年 の 中 原 氏 の 報告 に ある 『 本 品 の 標本 と し て , 斑紋 は 黄 白 色 で 後期 肛 角 の 紅色 紋 が ほとん と 完全 に 

消失 し た 東京 産 雄 1 頭 を 蔵 し て いる 』 は 私 の 定義 する 白色 型 (スギ タニ 型 ) に あたら な い . 


16. 沖縄 産 カ ラス アゲ へ ハ 群 の 休眠 性 と , カラ ス ア ゲハ 和 群 の 地域 問 雑 種 の 休眠 性 に つい て 阿 江 茂 

昨年 の 当 学 会 に お いて も オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ を 中 心 と し て カラ ス ア ゲ へ 群 の 休眠 に つい て 発表 し た 
が , その 後 の 新しい デー タ を 加え た 結果 を 報告 する . 

オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ と ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ は 1 日 18 時間 照 明 25C の 飼育 で 非 休眠 遇 と 休眠 映 を 生 
じ , 台湾 産 の カラ ス ア ゲハ で は 全く 休眠 端 を 生じ な いこ と を 確認 し て いた が , 北海 道 帯広 産 の カラ ス ア ゲ へ 
を 同じ 条件 で 飼育 し た と ころ , 3 ず 8 科 が 非 休眠 で 羽化 し , 休眠 上 瑞 は 全く 生じ な か っ た . 

一 方 地域 問 雑種 に お いて は , 上 記 条 件 下 の 飼育 で ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ ざと 台湾 産 カ ラス アゲ へ ハ 千 の 間 
の F」 で は 休眠 暴 も 生じ た . 自然 日 長 の 初夏 の 逆 交 雑 で は 休眠 遇 を 生じ な か っ た , 台湾 産 カ ラス アゲ ハ 早 と 
ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ の ず の 交雑 で は 上 記 長 日 条件 と 自然 日 長 の いずれ で も F」 ず は 非 休眠 で 和平 は 巨大 な 羽 
化し な い 休 眠 上 中 と な っ た が , 遡 交雑 は まだ 得 て い な い . 

また ヤエヤマ カラ ス ア ゲ へ 中 と オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ の 間 で は 同じ く 巨 大 な 羽化 し な い ド F」 馬 上 を 生 
じ た が , 逆 交 雑 で は 中 が 非 休眠 で 羽化 し た . 

本 州 産 カラ ス ア ゲ へ ハ 史 と ヤ ェ ヤマ カラ ス ア ゲハ の の 間 で は , 上 記 長 日 条件 及び 自然 日 長 の いずれ で も , 非 
休 過 と 休眠 の 両方 の 遇 を 生じ た . 

これ ら の 地域 間 雑 種 は 特に 飼育 条件 等 の 影響 を うけ や すい よう で あり , くり か え し 飼育 実験 を 行う 必要 
が ある が , 地域 間 の 分 化 の 程度 の 解明 に 重要 と 思わ れる . 





17. バリ 島 産 e/z2s 属 2e/s22zg グ ルー プ に つい て (3) 用. oraia に 関す る 新知 見 お よび 種 の 判別 に つい て 
森 中 定 治 
バリ 島 に は , の ez2s 属 belzsama グル ー プ に 属す る 種 と し て , Delias belisama balina お よび の oraia 
bratana の 2 種 が 知ら れ て いる . 報告 者 は 1984 年 4 月 。 バリ 島 に お いて 両 種 を 採集 し て 以来 , 調査 を 継続 
し , 第 1 報 と し て 両 種 の 成虫 の サイ ズ や 形態 の 特徴 , 両 種 の 分 布 や 生息 環境 , 混 棲 状況 , お よび 習性 の 差異 
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に つい て 述べ , 第 2 報 で は , 両 種 み 交尾 器 の サイ ズ , 前 次 長 と の 関係 お よび その 形態 的 な 差異 に つい て 論じ 
7 は 

本 報 で は , D. oxaia に 関す る 新知 見 お よび 両 種 の 判別 に つい て 述べ る . まず , 用 . oraia は バリ 島 で は , 中 
央 高地 帯 ( 海 技 約 900 m~)〉 か ら の み 知 られ て いた が , ここ 2~ 3 年 の 筆者 の 調査 に て , 東 バ ベリ の え スラ ヤ 山 
(海抜 約 800 m~), アグ ン 山 (海抜 約 900 m~), お よび 西 バ ベリ の ララ ン 山 (海抜 約 800 m~) で の 生息 を 
確認 し , ほぼ 全島 の 高地 に 分 布 し て いる と と を 明らか に し た . スラ ヤ 山 , アグ ン 山 は 気象 や 地質 の 関係 か ら 
か , ある い は 人 的 な 影響 も ある た めか , ほとん と 原生 林 ら し いも の は な く , ラン タナ へ 飛来 する も の や , 疎 
林 上 を 飛翔 する 個体 を 観察 し た . 

次 に , それ ぞ れ の 産地 の も の に つい て 比較 検討 を 行っ た . 個体 数 は 少な いも の の , 明瞭 は 差異 は 見 出さ れ 
ず , 類似 する 傾向 が あっ た . 特に スラ ヤ 山 は , アグ ン 山 や 中 央 バリ と は 地形 的 に 分 断 さ れ て お り , も し 相互 
の 往来 が な いと すれ ば ぱ , 比較 的 新しい 時 期 に 分 断 さ れ た 可能 性 が ある と 考え られ た . 大 変 興味 深い テー マ で 
あり , 今後 ロン ボク 島 の も の も 含め て , 検討 を 継続 し て いき た いと 考え て いる . 

バリ 島 に お ける 両 種 〈 の ) の 判別 に つい て は , 前 次 表面 , 外縁 黒 帯 の 広 さ で 判別 され る . 筆者 の 今回 の 検 
討 で は , それ 以外 に も , 前 期 裏 面 の 基部 の 白化 の 状態 , 後期 裏面 第 7 室 の 赤 絞 の 幅 , 後期 裏面 の 地 色 に よっ 
て も 区 別 さ れる も の と 考え られ た . 今後, ジャ ソン や ロン ボク 島 の も の も る 含め て 本 グル ー プ の 系 統 分 化 に つい 
て 検討 し て みた いと 考え る . 





訂正 41 巻 2 号 


p.54 図 1 の 1 行 目 ( 誤 ) 1130-1140 m ( 正 ) 1030-1040 m 

p.56 下 9 行 目 ( 誤 ) 内 縁 …… ま で  ( 正 ) 藤 線 上 

p.56 下 9 行 目 , p.60 表 1 の 3 行 目 , p.63 表 2 の 3 行 目 ( 誤 ) e/FL ( 正 ) f/FL 

p.60 表 1 BS 列 8 行 目 ( 誤 ) 27.2 CE) 27.2, BS 列 下 1 行 目 ( 誤 ) 42.9 ( 正 ) 42.9 

p.61 下 9, 10, 12 行 目 ( 誤 ) 0 ( 正 ) 1 

p.63 表 2 Number of (8) 列 の 下 1 行 目 ( 誤 ) 3 ( 正 ) 4 

p.64 下 10 行 目 ( 誤 ) 中 国 山地 産 ( 正 ) 中 国 山地 産 , 屋久 島 産 , 下 9 行 目 ( 誤 ) 房総 半島 産 と 屋久 
島 産 は 3 で 第 3 位 ( 正 ) 房総 半島 産 は 3 で 第 4 位 
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